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透析災害対策の新たな方向性
医療法人社団 赤塚クリニック　院長 赤塚 東司雄 先生

透析医療は水・電気等のライフラインの安定した供給体制が維持された中で成立する医療である。そのため
自然災害に対して脆弱であり、一般の医療に比して災害への対策が強調される。
1995年の阪神淡路大震災で50以上の透析施設が被災して以降、地震対策は大きく進歩した。2011年の
東日本大震災、2016年の熊本地震を経て、近年我々の地震に対する経験値は上がり、震源地とマグニ
チュード、最大震度から、おおよその被災状況の見当がつくようになった。
しかし、2018年以降は新たに西日本豪雨災害、令和元年台風15号、19号による風水害など、気象災害が
透析医療の前に立ちはだかった。地震だけでなく、これらの未曾有の大災害にどう立ち向かうか。透析医療に
おける災害対策の有用性について概説したい。

抄 録

本セミナーはオンデマンド配信となるためQAセッションはございません。

透析オンデマンドセミナー
ご自宅や病院、診療所などから、インターネットを通じて視聴いただけるセミナーです。
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